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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、オアシスbZIP転写因子ファミリーのメンバーをコードしています。このファミリーのメンバーは二量体形成が可能ですが、ホモ二量体のみを形成します。コードされているタンパク質は転写活性化因子です。一部の腫瘍では、7番染色体上のこの遺伝子と16番染色体上の肉腫融合遺伝子との間の転座が認められます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年12月],疾患：低悪性度線維粘液性肉腫（LGFMS）において、CREB3L2に関連する染色体転座が認められます。転座t(7;16)(q33;p11)とFUSが認められます。,機能：小胞体ストレス後期に、折り畳まれていないタンパク質応答標的遺伝子を活性化することにより作用する転写活性化因子です。損傷を受けたニューロンにおける折り畳まれていないタンパク質の蓄積を防ぐ役割を果たす可能性があります。 in vitroでは、cAMP応答配列（CRE）に結合し、CREを介して転写を活性化する。,PTM：制御性膜内タンパク質分解（RIP）によって制御される。ERストレスに続いて、細胞質転写因子ドメインを含む断片がタンパク質分解によって遊離する。この切断は、サイト1プロテアーゼとサイト2プロテアーゼ（PS1とPS2）によって順次行われると考えられる。,類似性：bZIPファミリーに属する。,類似性：bZIPファミリーに属する。 ATFサブファミリー。,類似性：1つのbZIPドメインを含む。,細胞内局在：小胞体ストレス下では、切断されたN末端細胞質ドメインが核に移行する。,サブユニット：二量体としてDNAに結合する。,組織特異性：広く発現しており、胎盤、肺、脾臓、腸で最も高く、心臓、脳、骨格筋、胸腺、結腸、白血球で最も低い。胎児組織では、脳と心臓で最も弱い発現が検出される。,
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